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芥
川
中
流
の
堤
防
沿
い
に
、
白

壁
の
土
蔵
が
点
在
す
る
古
い
家

並
み
が
あ
る
、
津
之
江
地
区
、 

 
 

周
辺
に
は
古
代
の
倉
庫
跡
が
密

集
し
た
遺
跡
も
あ
り
、
古
く
か

ら
水
運
で
栄
え
て
い
た
三
島
の

表
玄
関
で
あ
っ
た
。 

高
槻
市
消
防
本
部 

中
消
防
署 

中
消
防
署
は
高
槻
市
消
防
本

部
に
併
設
さ
れ
、
主
に
市
域
の

JR
京
都
線
以
南
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。 

本
部
で
は
、
庶
務
課
、
予
防

課
、
警
備
課
、
救
急
救
助
課
、

指
令
調
査
課
と
中
消
防
署
・
北

消
防
署
を
管
理
し
て
い
る
。 

職

員

定

数

：324

人 
 
 

人
口359

千
人 

 

消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
で

は
、
非
常
の
連
絡
が
入
る
と
、

二
名
の
方
が
同
時
に
受
信
し
て

い
ま
す
。
一
名
の
方
は
、
送
信

者
と
の
確
認
対
話
を
行
い
、
一

名
は
通
報

内
容
を
聞

き
な
が
ら

隊
員
に
指

示
を
し
て

い
ま
す
。 

今

回

の
見
学
時
、
Ｖ
Ｇ
槻
輪
の
会
員

が
訓
練
と
し
て
携
帯
電
話
で
病

人
発
生
の
通
報
を
行
い
、
二
人

の
職
員
の
行
動
を
目
の
前
で
見

せ
て
頂
き
非
常
に
参
考
に
な
る

と
同
時
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。 

 

高
槻
市
消
防
本
部
は
、大
阪

府
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

出
動
指
令
が
届
く
と
、
救
急
医

と
救
急
救
命
士
が
同
乗
し
て
、

所
轄
の
救
急
隊
と
同
時
に
出
動

で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

で
、
人
工
呼
吸
器
、
除
細
動
器
、

人
口
心
肺
蘇
生
器
な
ど
も
搭
載

し
て
い
る
。 

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入
に

よ
り
、
心
肺
停
止
し
た
患
者
さ

ん
が
社
会
復
帰
し
た
例
が
出
て

く
る
な
ど
効
果
は
顕
著
に
表
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。   

 

隊
員
は
、
救
急
隊
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
、
消
防
隊
に
別
れ
て
い

て
、
制
服
も
違
い
ま
す
。 

特
殊
災
害
支
援
車
や
救
助

工
作
車
の
備
品
も
見
せ
て
頂
き
、

こ
れ
ら
の
車
両
の
整
備
や
備
品

の
整
備
を
何
時
も
さ
れ
て
い
る

の
を
見
せ
て
頂
き
高
槻
市
の
消

防
隊
の
強
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

芥
川
歩
道
橋 

自
動
車
に
煩
わ
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
橋
の
中
央
か
ら
芥

川
沿
い
の
北
方
あ
る
い
は
南

方
に
か
け
た
高
槻
の
山
々
の

景
色
が
一
望
で
き
る
。 

 

芥
川
は
、
高
槻
市
を
南
北

に
流
れ
る
一
級
河
川
で
あ
る
。

上
流
に
は
摂
津
峡
で
知
ら
れ

る
自
然
の
Ｖ
字
渓
谷
が
あ
り

市
街
地

に
も
近

く
、
自
然

環
境
を

残
す
貴

重
な
場

所
と
し

て
親
し

ま
れ
て
い
る
。 

芥
川
に
は
多
く
の
落
差
工

（
河
床
で
の
洗
掘
の
防
止
）
が

あ
る
た
め
に
、
魚
等
が
上
流
に

行
け
ま
せ
ん
。 

芥
川
に
「
多
く
の
生
き
物
が

次
の
命
を
育
む
た
め
の
環
境

を
つ
く
ろ
う
」
と
し
て
生
き
物

が
自
由
に
行
き
来
出
来
る
よ

う
に
「
魚
み
ち
づ
く
り
」
や
澪

筋
（
み
お
す
じ
：
平
時
に
流
水

が
流
れ
て
い
る
道
筋
） 
等
を
作

る
べ
く
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

筑
紫
津

つ

く

し

つ

神
社 

芥
川
を
渡
り
、
土
手
を
下
り

て
道
を
西
へ
突
き
当
た
り
、
左

に
曲
が
る
と
公
園
と
並
ん
で

筑
紫
津
神
社
が
あ
る
。 

筑
紫
（
九
州
）
か
ら
や
っ
て

き
た
素
盞
鳴
尊
（
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
）
が
こ
の
地
に
泊
ま
り

旅
の
安
全
を
祈
願
し
た
。 

尊
を
敬
っ
た
土
着
住
民
が

「
津
」
を
頂
き
道
祖
神 

に
築
紫

津
神
社
と
命
名
し
て
鎮
守
と

し
た
の
が
神
社
の
始
ま
り
。 

｢

筑
紫
津｣

の
「
津
」
は
、
船

が
停
泊
す
る
所
、｢

渡
船
場｣

、

｢

港｣

の
こ
と
で
、
昔
は
こ
の
あ

た
り
に
港
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
地
名
で
す
。 

 

津
之
江
南
遺
跡 

一
九
七
二
年
の
市
立
津
之

江
小
学
校
建
設
に
さ
き
だ
つ

調
査
で
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
に
旧
石
器
時
代

を
は
じ
め
、
弥
生
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
の
住
居
や

墓
が
多
く
調
査
さ
れ
、
長
期
間

に
亘
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。 

２
万
年
前
に
は
、
こ
の
付
近

の
広
野
は
食
料
を
求
め
て
移

動
す
る
旧
石
器
時
代
の
人
々

の
良
い
猟
場
と
な
っ
て
い
た
。 

ア
ジ
ャ
リ
の
森 

「
日
本
書
記
」
に
は
、
当
時

三
島
を
治
め
て
い
た
三
嶋
県

主
飯
粒
（
い
い
ば
）
が
天
皇
に

良
田
四
十
町
を
献
上
、
そ
の
田

を
耕
す
た
め
に
大
河
内
値
味

お
お
こ
う
ち
あ
た
い
あ
じ

張
は
り

と
い
う
河
内
の
豪
族
が

春
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
五
百
人
の
農

民
を
遣
わ
す
こ
と
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

稲
荷
神
社
一
帯
が
「
ア
ジ
ャ

リ
の
森
」
と
呼
ば
れ
、
津
之
江

西
方
に
「
五
百
住
（
よ
す
み
）」

と
い
う
地
名
が
の
こ
る
の
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
伝
承
に
よ
る

の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
津
之

江
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
こ
の

地
域
が
淀
川
水
運
に
深
く
か

か
わ
り
、
三
島
の
中
心
地
で
あ

る
北
方
の
嶋
上
郡
衙
跡
（
し
ま

が
み
ぐ
ん
が
あ
と
）
と
盛
衰
を

と
も
に
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。 清

水
池 

新
池
と
も
云
わ
れ
芥
川
の

伏
流
水
が
わ
き
出
る
。
も
と
も

と
、
灌
漑
用
の
貯
水
施
設
で
す

が
、
農
業

用
利
水
と

し
て
の
役

割
が
低
下

し
た
現
在
、

町
に
潤
い

と
安
ら
ぎ

を
与
え
る

為
に
地
域
の
人
々
が
力
を
合

わ
せ
水
辺
の
環
境
づ
く
り
を

し
よ
う
と
す
る｢

オ
ア
シ
ス
構

想｣

に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。   

 

Ｓ
・
Ｏ 

 

 
 

 

津
之
江 

わ
が
ま
ち
紹
介 

淀
川
か
ら
三
島
の
表
玄
関 
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４月度行事予定 
"水路のまち：東五百住・津之江町" 

月  日： 平成２０年４月１０日（木）  
集合場所：阪急富田駅改札出口 １０：００集合  
順  路： 阪急富田駅→春日神社（五百神社）→常見寺→明然寺→

善照寺→天童橋→津之江水路→城西橋→ 
新川桜堤で花見→城西橋バス停→阪急高槻駅 

５月度行事予定 
“ 歴史の宝庫・交通の要所のまち：島本町 ” 

月 日：平成２０年５月１５日（木）  
集合場所：ＪＲ島本駅出口 １３：００ 
順 路：ＪＲ島本駅→島本町立歴史文化資料館→桜井駅跡→伏
偶舎（郷土玩具資料館）→阪急水無瀬駅 （天候により順路を変更）    
島本町立歴史文化資料館では係員に説明して頂く予定です。  


